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論 文 内 容 の 要 旨

頭蓋内圧の病態生理は,主として脳循環障害と脳の偏位による影響とに大別される,そして,頭蓋内圧

克進は,水頭症のような di軌1Seに脳全体が expandするような病態と,脳の局所の eXpandingmass

による病態とでは,全く異なった像を皇する｡ ことに expandingmassの場合,頭蓋内のどの部分に存

在するかによって著しく異なった病態を皇する｡これはexpandingmassが大きくなろうとするgrowing

vectorによって,これまで剖検などによって示されているような,種々の herniationの形態をとるため

である｡expandingmassによる頭蓋内圧克進は,頭蓋内の各部分で決して一様に圧力が伝わるのではな

く,頭蓋内各部で圧力が異なる｡ しかも生きている脳は, 単なる粘弾性体ではなく,comressivecom-

partmentsをもっている粘弾性体で,圧克進がすすむと共に,その粘弾性特性も増大すると報告されてい

るOこれまで,頭蓋内圧克進という病態生理について脳脊髄管腔を1つの圧力系とみなして研究された報

告は,数多くあるが,頭蓋内圧克進の病態を考える時,頭蓋内を一つの圧力系として考えるには説明のつ

かない病態がおこりうる｡すでに,後藤,米田らは transtentorialherniationの病態とその力学につい

て,expandingmassが supratentorialにある時に生じる herniationの力学について研究した. 本研

究は以上の研究に継続して expandingmassが infratentor主alにある場合の病態と tentoriaLupward

herniationおよび脳幹におよぼされる forcedpressureについて力学的な面から研究した. 実験動物は,

膜性テントを持つ日本ザル24匹を用いた｡頭蓋内圧克進は,小脳内バルーン加圧法により生じせしめた｡

頭蓋内圧測定方法は, テント上, 下に SFT-transducerを使用し, 硬膜上頚蓋内圧測定法を用いた｡

tentorialshearingstressと pons前面に加わるforcedpressureを測定するためにセソサーを作製し,

それを,① stibtempora】.approachでテント端に固定したO 又, ② pons前面へは,translabyrinthin-

transpetrosalapproachで clivusに到達し,ここにセンサーを固定したO③テント端に小鉛片をとりつ

汁,テントの移動をレントゲン撮影にて経時的に観察した｡

結果 1) 頭蓋内圧上昇とともに,テント下頭蓋内圧がテソト上頭蓋内圧より高くなり,圧上昇がすす

むと共に,テント上下圧差が大きくなった｡2) センサーを脳幹部に刺大した群としなかった群にわけて
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実験を行ったが,いづれも圧上昇と共に,Shear主ngstressが大きくなった03) pons前面に加わるfor-

cedpressureは,テント上下圧差が 10mmHgで,100-500mmH糾こも達した04) バルーン加圧によ

り,テント端は上昇したが,テント下 EDPが 60mmHg以上で,又 shearingstressが 100mmHgに

達すると,テント端は移動しなくなった｡ 5) tentorialshearingstressとpons前面への forcedpre-

ssureの関係は masseffectのカの作用方向を表わす一種のベクトルと考えられるoforcedpressureは,

バルーン加圧と共に, どんどん大きくなったが,shearingstressは 180mmHgに達すると停止した0

6) 実験中髄液漏のみられたものではテγト上下 EDPの上昇はみられなかったが,shearingstressや

forcedpressureの上昇により,脳幹部の herniationや distortionをおこして死亡した｡

論 文 審 査 の 鯖 黒 の 要 旨

日本サル24頭を用いて,テント上,下硬膜上頭蓋内圧測定と,tentorialupwardherniation時の ten-

torialshearingstress,pons前面にかかる forcedpressure,テソトの移動, および呼吸,血圧を同時

に測定したo頭蓋内圧克進は,小脳内バルーン加圧法を用いた.結果 ;(1)頭蓋内圧上昇とともにテソト上

下圧壷も大きくなっていった｡(2)センサーの脳幹部への刺人の有無にかかわらず,頭蓋内圧上昇とともに

shearingstressは大きくなり, テント上,下圧差が 20mmHgのとき,180mmHg(mean値)に達し

た｡(3)pons前面にかかる forcedpressureは頭蓋内圧上昇とともに大きくなり, テント上,下圧差が

20mmHgのとき 400-450mmHgにも達していた.(4)小脳内バルーン加圧により,テント端は上昇し,

テント下硬膜上頭蓋内圧が,60mmHgを越えるとテントは移動しなくなった.この時の tentOrialshea-

ringstressは 100mmHgであった. (5)テント下頭蓋内圧が 60mmHgを越えるとshearingstressは

増大せず,ponsにかかる forcedpressureが増大した｡(6)実験中,髄液漏出のため,テント上下頭蓋内

圧上昇がみられなかったが,shearingstressや forcedpressureにより脳幹部のherniationや distpr-

tionをおこして死亡した｡

以上の研究は頭蓋内圧克進時,とくに tentorialupwardherniationの病態生理の解明に貢献し,診断,

治療に寄与することが多い｡

したがって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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